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学校教育自己診断アンケートのお礼と実施結果のご報告 

 

 

 ３年生は高校生活も締めくくりの時期に、１・２年生は学年末となりました。保護者の皆さま

には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より、本校の教育活動にご理解とご協

力をたまわり厚く御礼申し上げます。 

 さて今年度も、本校教育活動の点検ということで、２学期の終わりに、生徒・保護者の皆さま

を対象に学校教育自己診断アンケートを実施させていただきました。今年度も紙媒体ではなく「さ

くら連絡網」を利用して実施いたしましたが、全体では７０％を超える保護者の方々からご回答

いただきました（生徒は Google Classroom ）。ご協力に厚く御礼申し上げますとともに、集計結

果がまとまりましたので概要を報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的な回答（あてはまる：1 と２の合計％）と否定的な回答（あてはまらない：３と４の合

計％）を比較していただければ、それぞれの質問項目の大まかな診断ができるかと思います。今

年度も新型コロナウィルス感染症により、学校教育活動も大きな変更を余儀なくされましたが、

本校教育活動に対して、全体としては肯定的な回答をいただきました。なお、否定的な回答％の

高い項目につきましては今後の改善に向けて参考にさせていただきたいと存じます。 

また、記述回答におきましても、本校の教育活動や生活指導のあり方等への要望や励ましをい

ただきました。これらのご意見につきましても、真摯に受け止め、本校教育活動の一層の向上に

活かしたいと思っております。誠にありがとうございました。 

 ２月２８日（月）には、卒業式を挙行いたします。３年生保護者の皆さまにおかれましては、

卒業後も本校教育活動に厚いご理解と一層のご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

【生徒アンケート】 

・ E、I、O の項目で肯定率が８０％を超えている。授業力向上の取り組みや進路指導の強化、自治

会行事のブラッシュアップなどが評価されていると考えられる。 

・ B、Fの項目については３割前後の否定率となっている。学校という集団生活の場で、規範意識と

自己肯定感をともに高められるような教育活動が求められている。 

 

【保護者アンケート】 

・ A、F、N、Pの項目で高い肯定率となっている。さくら連絡網や学校ＨＰなどの活用により、学校

としての情報発信力が上がっていることも大きな要因と考えられる。 

・ 経年変化を見るため毎年同じ質問内容で実施しているが、M については、ここ２年の新型コロナ

の影響により、否定率が非常に高くなっている。 

・ L については、学校としての体制は整っているものの、生徒・保護者への案内・情報提供が不足

していると考えられる。 

お問い合わせ先 

教頭  小畑 龍業 

電話  ０６－６５８３－１４０１ 


